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山崎豊子から富士正晴への書簡等（1950年-1969年）について
李 　　瑞　華
Letters from Yamasaki Toyoko to Fuji Masaharu (1950-1969)
LI Rui hua
This paper introduces letters from Yamasaki Toyoko to Fuji Masaharu （1950-
1969）. This is the first time that these letters, hand-written by Yamasaki Toyoko, have 
been made open to the public.The letters focus on the period before and after Yamasaki 
became a professional and popular writer, and how frequently she asked her mentor Fuji 
for advice. These invaluable letters will provide a new perspective for the study of 
Yamasaki’s works.
キーワード : 山崎豊子　富士正晴　井上靖　『VIKING』　書簡
はじめに
　2018年 5 月17日の『読売新聞』夕刊に「山崎豊子 人気作家の苦悩」という記事が掲載された。記事の
基になったのは、大阪府茨木市の中央図書館と併設する富士正晴記念館で収蔵されている山崎豊子（1924
年 -2013年）から富士正晴宛（1913年 -1987年）への書簡であり、山崎没後、初めてメディアに掲載され
ることとなった。同年 8 月 2 日から12月28日まで、富士正晴記念館で「成功した山崎豊子、才能を見抜
いた富士正晴」という企画展が開かれた。そして、11月10日には同館で中井道子氏による「記者がみた 
富士正晴と山崎豊子―125通の書簡から―」と題する特別講演会が行われた。中井氏は読売新聞社の
記者として、山崎を追い、書簡の取材をし、書簡から垣間見える富士像や、富士と山崎との関係に加え、
取材秘話等、新聞記者ならではの視点からの講演会を行った。
　ここに紹介する46の「書簡」は、1950年から1969年まで、山崎から富士への手紙と葉書1）等である。富
士の返信はまだ見つかっていないが、ここでしばらく富士の日記の中で記述されている山崎に関わる一
部の内容を紹介する。2）書簡の体裁は大きさが違い、主に郵便葉書、「毎日新聞社（大阪）」用紙、「学芸
部原稿用紙」、ホテル用の用紙及び普通の紙などに書かれたものである。書簡の内容は主に、デビュー前
1 ） 書簡は全て125通があるで、挨拶と雑事などの葉書を除き、文学と作品に関わる葉書46通を紹介する。
2 ） 筆者はまだ富士の日記を見ないが、内容は読売新聞の中井道子氏が整理したのである。
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後や人気作家になった頃、作品を創作中の山崎が地元大阪の先輩作家、「竹林の隠者」と称された富士に
助言を求めたものである。「御批評」、「ご教導」、「ご意見」などという言葉が所々に見え、助言者として
富士の存在がいかに大きかったかがうかがえる。
　ここでとりわけ注目すべきことがある。山崎が毎日新聞大阪本社に勤めた時、同社で上司だった作家
の井上靖氏の薫陶を受けたことが知られている。山崎自身もエッセイの中で、「作家山崎豊子の産ぶ声
は、井上さんとの出会いがなければあり得なかったことである」と述べている3）。しかし、井上は1951年
5 月に退社し4）関西を離れたため、山崎は富士に指導を請うたらしい。そうすると、これらの書簡はい
ままでの山崎作品についての研究に対して、極めて重要で新たな、現存する資料である。
昭和30年 5 月12日
3 ） 山崎豊子「産ぶ声」『山崎豊子全集 1  暖簾 花のれん』、新潮社、2003年、535頁。
4 ） 井上靖『井上靖全集 別巻』、新潮社、2000年、732頁。
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昭和40年 5 月24日
　なお、書簡を紹介するにあたって、個人名など公開できない部分には、○○○○を付して示した。判
読不能の箇所は□で表記した。そして、本稿に画像を入れたが、その画像は全て山崎豊子の手書きのも
のである。
　翻刻するにあたって、手がかりを提供して下さった関西大学の松浦章名誉教授と陶徳民教授に深く感
謝申し上げる。また、書簡の紹介を快諾してくださった山崎豊子の甥御様である山崎定樹様、富士正晴
の令息である冨士重人様、及び読売新聞社記者の中井道子様に深謝致したい。なお、貴重資料の閲覧機
会を与えて下さった富士正晴記念館の中尾務様、判読を手伝って下さった中谷伸生教授、篠原啓方教授、
川端和子様、中井道子様、西田周平様に、厚く御礼申し上げたい。
二人の略歴
　書簡を紹介する前に、ここで山崎と富士の略歴を次に述べたい。
山崎豊子
　山崎豊子は1924年、大阪市南区に生まれ、恩師 · 坂口利夫氏が国語教育の専門家として、特に国語、作
文の指導を重視したことがきっかけで、読書に親しむようになった。1944年に京都女子専門学校（現、
京都女子大学）国文科を卒業し、毎日新聞大阪本社の調査部に入社し、翌年には同社の学芸部に異動し
た。山崎は当時の学芸部副部長であった井上靖に新聞記者としての訓練を受け、文章に対する厳しい態
度を学んでいた。また、新聞記者として働きながら小説を書き続ける井上の姿を見て小説を書いてみよ
うという気持を持ち始めたのである。1957年、学芸部記者としての勤務のかたわら休日を利用して書き
続けた『暖簾』が東京創元社より刊行された。出版後すぐに映画・ドラマ化され、人気を博した。翌年
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の1958年に吉本興業を創業した吉本せいをモデルにし、大阪人の知恵と才覚を描いた『花のれん』によ
り第39回直木賞を受賞した。同年12月、山崎は毎日新聞社を退社し、作家生活に入ったのである。
　山崎の初期の作品は船場など大阪の風俗に密着した小説が多い。その頂点が『ぼんち』（1959年）であり、
足袋問屋の息子の放蕩・成長を通して、商魂たくましく生き抜く大阪商人の典型を描いた。この作品にて、
大阪の文芸興隆に寄与した功績により、昭和34年度大阪府芸術賞を受けた。1964年 6 月、『花紋』が中央公
論社より刊行され、第 2 回婦人公論読者賞を受賞した。同月、オスロで開催された国際ペンクラブ大会に、
山崎は川端康成、平林たい子、円地文子らと出席した。閉会後、「白い巨塔」取材のため、ベルリン、ハイ
デルベルクの病院と研究所を訪問し、ミュンヘン郊外ダッハウのユダヤ人強制収容所も見学したのである。
　1963年より連載を始めた『白い巨塔』は大学病院の権力構造と腐敗の現実を描いた鋭い社会性で話題
を呼び、映画化されたほか、数回に渡りテレビドラマ化された。これも大阪大学医学部がモデルとなっ
ており、大阪の風俗が作品への味付けとなっている。この作品も2018年10月、初めて漫画化された。
　その後、山崎のテーマ設定は大阪ひいては日本から離れ、戦争の非人間性などの社会問題を一般に広
げていった。山崎は1970年代から戦争題材の小説創作に没頭し、約20年に渡る綿密な関係者取材と収集
した豊富な資料に基づいて「戦争三部作」5）を創作した。1990年に『大地の子』で第52回文藝春秋読者賞、
1991年に菊池寛賞、2009年に『運命の人』で第63回毎日出版文化賞特別賞をそれぞれ受賞したのである。
その一方、1993年に『大地の子』などの印税を基に「山崎豊子文化財団」を設立し、日本に帰国した中
国残留孤児の子供の学資を援助し、現在も継続されている。
富士正晴
　山崎より11歳年上の富士正晴は、1913年、徳島県に生まれ、19歳に文学をやっていくと決心し、奈良
の志賀直哉氏を訪問した時、京都の詩人である竹内勝太郎氏を紹介されたのである。その後、竹内の指
導のもとに、野間宏・桑原（のち竹之内）静雄と同人雑誌『三人』を創刊したが、1944年、徳島の部隊
に入隊し、「中支」派遣軍に転属して中国大陸に送られ、1946年に復員した。1947年、富士は島尾敏雄、
井口浩らと同人雑誌『VIKING』6）を創刊し、多くの後輩作家を育てた。1948年に書かれた中編小説「小
ヴィヨン」について、中国文学者の吉川幸次郎氏は、「雄豪の文学で、韓愈に似ている。ただ難をいえば
曲終りて雅を奏すという趣がほしかった」と評した7）。次に同じく中国史学者の貝塚茂樹氏が読み、この
二人の尽力で角川書店の文芸雑誌『表現』に「小ヴィヨン」は持ちこまれたが、『表現』顧問の石川淳
5 ） 即ち、『不毛地帯』（1976年 -1978年単行本）、『二つの祖国』（1983年単行本）、『大地の子』（1991年単行本）。
6 ） 特定の主義・方針をかかげず、無思想・無任務をつらぬき、唯一存続することのみを目的とする。百号台で高橋和
巳、清水幸義、宇江敏勝、北川荘平、竹内和夫、山田稔、杉本秀太郎、津本陽ら個性的な作家・学者たちが新たに
同人として参加、『VIKING』に新風を吹き込むことになる（高橋和巳の「憂鬱なる党派」、山田稔の「スカトロジ
ア」、津本陽の「深重の海」など、数多くの長編小説・エッセーの力作がここに連載された）。彼らの多くが芥川賞
や直木賞の候補となり、次々と世に認められていった。書き手たちを慈しみの情で突き放したあと、彼ら自身の手
と足で自由に泳がせるというやり方が、富士独特の教育方法であった。『VIKING』は富士流の自由の精神を受けつ
いで、六百号を越えた現在も継続発行されている。
7 ） 茨木市立中央図書館併設・富士正晴記念館『富士正晴資料整理報告書 第10集 富士正晴文学アルバム』、西川印刷所、
2002年、42頁。
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氏、林達夫氏はこれを採用しなかった。その代わりに短編の注文がきて、この時期の富士は短編を中心
に小説を集中して発表したのである。吉川の注文で、儒者の死後の世界を描いた「游魂」や「絶望」、「幻
の島」、「競輪」などの物憂げな作品が書かれ、戦争小説への取り組みも始まった。 1951年、富士の戦争
小説「敗走」が芥川賞候補になった年の夏、富士は毎日新聞大阪本社で資料図書室の臨時雇用となった。
同社学芸部の井上靖の部下だった山崎豊子の世話で、誰からも干渉されない図書の整理、新聞の切り抜
き作業に富士は従事した。また、この年開局した民間放送の教養番組、放送劇用の台本を書くようにな
った。そして、1959年 2 月から、富士は産経新聞の身の上相談「私の場合」の回答者となり、これを 9
年近く務めた。また新聞各紙の同人雑誌評や書評、コラムをしばしば担当していた。
　『敗走』（1951年）、『徴用老人列伝』（1965年）で芥川賞候補に挙げられたほか、『帝国軍隊における学
習・序』（1965年）で直木賞候補となり、『桂春団治』（1968年）で毎日出版文化賞、1971年に大阪芸術
賞、1987年に関西大賞大詩仙賞をそれぞれ受賞したのである。数多くの小説以外にも富士は、エッセー
や雑文、評伝を書く有能な書き手である。ほかに『紅楼夢』（1965年）、『陶淵明詩集』（1972年）、『御伽
草子』（1983年）などの反訳にも富士は取り組んでいる。それと共に、対談 · 座談の名手でもあった。司
馬遼太郎、野坂昭如、山崎豊子、田辺聖子、五木寛之、瀬戸内寂聴らの作家をはじめ、歴史学者会田雄
次、落語家笑福亭仁鶴、映画評論家淀川長治、花柳芳兵衛など各界の著名人たちと富士は渡り合ってい
た。対談では、富士独特の歯に衣を着せぬ放言ぶりと、気質的なユーモアが遺憾なく発揮された。
　作家であり、詩人であり、画家であった富士の本質は、日本の一種画一的な風土において、めずらし
く出てきた屈強で誠実な知性であった。富士と深い親交のあった司馬遼太郎氏は、「なにも人は遠い世の
一休・良寛を求める必要はなく、富士を見ていればいい」と述べている8）。
山崎豊子から富士正晴への書簡等
①　昭和25年10月30日　書簡
毎日新聞社　大阪中央局區内堂島上二丁目三六番地
前略
度々お留守番中にお電話さし
あげ失禮致しました。（中略）○○○○
何時いらっしゃるか。学芸部へ
一度お電話下さい。このごろ無茶苦
茶に忙しいので前以てお出での
時間をうかがわないと、お会い出来
ないのです。その時は
○○○○に、両氏いなければ交
換台へお傳言下さいまし。
8 ） 『富士正晴文学アルバム』、前掲注 7 、11頁。
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②　昭和26年 2 月22日　葉書
前略、その後お変りございませんか。先日は大へん
お話したかったのですが、○○○○氏を混えてでは
くたびれるだけですから失禮しました。一体彼
にどんな用事、どんなお話があったのですか。曰く
不可解。さて、私の例の原稿今日お送りしました。
お忙しい中、恐縮ですがお読み戴きおなおし下され
ば幸甚です。なお、読書の方はどうせもう一度は
書き直さねばならぬものですから読めるような字に
さえお書き下されば結構です。そんなわけですから、少
しぐらい間違っても消して書いて下さい。原稿用紙は六十
枚分に対し七十枚同封しておきました。あなたの御所望の
方の原稿用紙も同封しました。日は出来るだけ早い方が
結構です。出来たら今日一杯で頼みたいのです。
まづは要件のみ。
③　昭和26年 3 月23日　書簡（封筒あり）
前略
お金大へんおくれて何とも
おわびをしようがありません。
御免なさい。実はそんな職
業紹介所や市立授産場
で清書代を調べたりして
いたものですから、どうもあなたの
奥さんとなると正確なことを調べ
ようと思うものですから、甚だし
んどいものです。遅くなって奥さ
んに叱られぬようおわびして下さい。
部長に不幸があったりして実
際すこのしばらくは大へんでした。
さて清書代は
一枚二円が適当ということであれば
六十七枚でございましたが、半端の
数になりますので壱百五拾円お送り
致します。なお、ヴァイキング誌
代三百円一緒に送ります。
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よろしく。
お暇の時、来社下さい。
井上氏未だに来阪する気配
ありません。
遅くなって失禮した段、伏してお詫び致します。
④　昭和26年 3 月27日　葉書
前略
二十四日来社の節のあなたの
置き手紙、大へん私を
心配させました。
というのは、あなたがお袋さんと
奥さんに怒られた理由です。
私が気がきかなくて、　世間並
の僅少なことをして失禮に
あたってお叱りになったので
はないのでしょうか。それだ
ったらどうしたらいいので
しょうか。私としては正確
にして単純な
ビジネス イズ ビジネスのつもりでやってしまっ
たのです。御無禮あらば
あなたからよろしくおとり
なし下さい。と同時にやはり
あなたと奥さんでは気を
使いこんな妙な結果になって
私も苦しみますから、やはり
他の人を探して下さい。
私はあなたとあなたの御家
族の方とは親しみをこめて
長くおつきあいしたいと思っ
ていますから、こんなことで
いやな想いをするのはそれ
こそ厭なことです。
何か気持ちの上の行き違い
があった場合はあなたか
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らよろしくおことわり
下さいまし。
就職の件出来るだけ奔走
してみますが、まづあな
たの希望要件を至急お送り下さい。
最近、小説がかけなくて困
っています。
⑤　昭和27年 7 月31日　葉書
どうも私の気持がわかって貰えな
くて残念。説明しなくてはわかって
くれないのかしら。しかしこれ以上
とやかくすると却って誤解されて、
せっかくの友情が妙なことになって
は困るから止めます。ブラックの画
集戴く上はほんとうに有難く戴
きます。もともと大へん好きなもの
ですから、大切に致します。
オヤヂさんこの半月ほど会って
いません。二、三日前一度電話で安
否を尋ねて来て多忙だと云って
いました。夏やせでもしていなかと
心配しています。お宅の手長猿嬢
いかがですか。こうして、寝ていると
まだ見たことのない人間のことまで
想像する妙なものなり、久坂嬢
は大分よくなられたそうですが、
私も秋には出られるとの医者の太鼓判です。
⑥　昭和30年 2 月 3 日　書簡
先週、金曜日に来社されたそう。お会
いできずに全く残念でした。
前にお願いした原稿の件はどうなり
ましたのでしょうか。○○○○氏から何とも
おっしゃらないので、どうなったのか解り
ません。
山崎豊子から富士正晴への書簡（1950年-1969年）について（李）
511
○○○○
庄野（潤三）さんの芥川賞には全くもって
驚きました。ちょっと前に候補作を列挙した記
事を本紙東京原稿でみた時、小島
信夫の「アメリカン・スクール」が群をぬいて入
賞だと思っていました。これだけは文句なし
だと思っていましたのに、庄野氏と抱き合せ
だったので、ちょっと妙な気がしました。
私の小説鑑賞力が間違っていたので
しょうか。小説も長くしていると奇妙
な事に、時々ぶつかるものですね。
あなたの来社によって何か感じることを
楽しみにしています。
まずハ要件のみ。　　　　　お豊さん
二月一日
富士様
⑦　昭和30年 5 月 7 日　書簡
先日はせっかく来社されたのに全舷9）出発前で
何時ものようにお話が出来ず残念でした。
先日お願いした「暖簾」、大へん御面倒です
が念のためもう一度、御高評戴いたのち
書き直し、婦人公論に応募してみよ
うと思います。応募しかけるとどこ
かへ通らなくてはシャクだと思います。
特にこの作品は私の一番可愛いものです
から、これを発表上の処女作にもしたく思っています。
一つ頑張ってみようと思いますから、何
卒宜しく願います。
バイキング○○○○氏へは一千円振り込
んでおきました。
文学界五月号の同人雑誌評に松本光明
「挽歌」を、才筆で神戸の盛り場の空気、
関西人の性格を彷彿させているが、エスプリ
9 ） 新聞社用語で親睦旅行のこと。
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的なものを缺いているのが難と記してあ
りました。御参考までに。
右簡單乍らお願いまで。
⑧　昭和30年 5 月12日　葉書
先日は御好意のお手紙有難うご
ざいました。二、三日體のぐ合が悪い
ので休んでおりましたので、お返事
遅くまりました。例の締切は七月十五
日です。貴男の御都合のよい日を二、
三日前にお知らせ下されば、午前から
半日ほどうまく時間をとり、場所も準
備しておきます。人に手をとって指導さ
れるなんて大嫌いな私ですのに、貴男に
は全く奇妙なものです。
まずハ要件のみ。
⑨　昭和30年 6 月13日　現金書留
前略、先日は大へんご厚誼に預かり
有難うございました。非常
に文章の勉強になって感謝
致しております。
さて、同封のお金は、あの後、何かの
話で、あなたのことを○○○○氏
とお茶を飲みながら話して
いると、急に思い出したように
“富士君に金を都合してくれと
いわれているから、君が何か頼
んだ形にして出そう”という
ことになりました。
なぜ急にこんなよい思いつきを
○○○○さんが考えてくれたのか
解りませんが、話の都合でこ
んな仕儀に相成りました。
デスクの方で、原稿料との関聯
上、是非ともほんものの原稿が
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必要な形勢になりましたら、
その時に、何か考えて戴くこと
に致しましょう。
今はとりあえず、僅かです
が、○○○○氏の出してくれたお
金だけまず先にお届け
致します。
文学界の今月号の新人賞
を読むと、どうも私などの地
味な作品は何度投稿して
も駄目なようです。前途に奇
妙な失望しかなくて、
小説書くのいやになってしまっています。
何もかも駄目になりそう。
⑩　昭和31年 3 月18日　書簡（封筒あり）
先週火曜日から神経衰弱気味で
休んでいます。たまたま今週月曜
日に東京からの余儀ない来客の
ため出社し、あなたとお目にかか
りました。神経消もうの原因は
十二月末からの増ページによる過労
です。毎日の紙面の或る一定のノル
マと別に、一週に一度全面責任でも
って書かねばならぬ立場になり全く
の過労。
仕事を拒否し、逃げる手もなく
もなかったのですが、それもせず
自らフラフラになるのを待っていた
ようでもあります。朝、眼をさ
ます、食事して社へ行く。働いてくた
くたになって帰宅して寝る。これだけを
繰り返し何も考えたくもなかったの
です。原因 ? 別に失恋10）でも厭世で
10） 「失変」と書き間違えているかもしれない。
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も何でもないです。特別にまともな
ことを考えたり、したりするのが
御免なだけです。
小説を書くなんで今、真っ平らいやな
こと。第一書けませんわ。したがって
ご本は一向に読みません。あなたと
○○○○に会うのが一番苦手。
どうもお二人に会うと書くことを
強要されるようで気しんどいです。
ともかく特定の人とあって、特別な
ことを考え話し合うのはかないま
せん。社の機械的な仕事だけして、
あとは一切、誰ともしゃべらんこと
にしています。
一体、何のため手紙出ているのか解り
ませんが、今これだけが書きたい
ことです。
気がむいたら出勤します。気がむ
かなかったらー。そんなこと考えると頭
が痛くなります。さようなら又―。
十二月十五日。
⑪　昭和31年 3 月27日　書簡（封筒あり）
「贋・久坂葉子傳」バリバリ読んで先日来の
奇妙な精神状態からやや解放されました。
妙な気持から過労に甘んじたり、小説か
ら顔をそむけたり、ともかく全然奇怪
な状態でした。話は余談になりました。
ところが、貴方はこれでやっと一仕事は果た
されましたね。一枚も削らず堂々と。ちょ
っとしんどいですが非常な読みごたえです。
今日、○○○○両氏に頼んでおきま
したが、本紙の読書欄にどうですか。至急○○○○
氏宛、一冊送って下さい。それから今度来社する時の日
時できたら予め私に知らせて下さい。
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⑫　昭和31年 6 月21日　書簡（封筒あり）
ご無沙汰、会わす顔もないほど
文学とは無縁な人間になっていま
す。所詮、才能がなくやる気もな
いらしい。それに私の唯一の財産
である大阪商人ものをぶってでるチ
ャンスは、あの作品のでき上った
七年前に失ってしまっているよう
です。
ヴァイキングだけは確実に手許に
届くので、確実に読んでいます。
その維持会費遅くなってすみま
せん。今日同封でお送りします。
ちょっと家でトラブルがあって、今
までのように裕福ではない上、
余儀ない友達への用だてで自分が
窮屈になって、あなたにもご迷惑
をおかけしました。悪しからず、
なお先日、ルアンでお顔をみました
時は、あまカラ水野氏のインタビュー
記事を取材中で残念でしたが、
お話できませんでした。
近日中、ご来阪の節には、ちょっ
と声をかけてみて下さいまし。
まずハ要件のみ。
おとよさん
⑬　昭和31年 8 月 3 日　葉書
前略、大へんな暑さをいかがお過ごし
ですか。私の例の話、意外に先方がせい
て来られましたので、この暑い中を決
死的に百五十枚完成しました。まこと
に恐縮ですが、明日こちらを発送（速
達で）致しますから、御批評賜りた
く存じます。なお、こちらへお出下さる
時は一報下さいますよう願います。
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マメダの期待が辛くて、頑張りました。形の
上でしかものが解らないので難しいです。
⑭　昭和31年 8 月 6 日　書簡
ちょっと一筆、お便りをしたためます。
この昭和編で苦労したことは、いかにしてはじめの
明治大正篇を全然異った感じにするかという
ことでした。そこで無学一徹の吾平に對し、息子の孝平はイニテ
リで理屈っぽく智略に富んだ人間（しかもユーモアー
である）にしました。文体も前の西鶴調をさけて、ごつごつ
した調子、いわば石川達三式（実にいやな表現ですが）の
常識調も織り込んでみました。それからわざと吾
平との対照を出すために孝平に商人としての
政治感覚を語らせました。いずれにしても、もう
フラフラです。この一週間は社を休んで書きました。暑
い中、誠に恐縮でしが、お願い致します。貴方のご批
評によってもう一度書き直し、それから女子大生にでもコピーし
て貰います。それからご批評何時聞けるか、前以って
大体の日時を知らせて下さい。その場合は、
いやな奴がいますから、葉書へはただ
何時行くとだけ書いて下さい。
それから○○○○部長急にロンドン支局
長に八月末行くことになりました。新部長を
迎えて部内ますます大へんです。これも
お会いしてから詳しく。先日の朝日紙上での
新人三人の批評は面白かったです。
それから別便でこの原稿内にあるような
昆布奥さんの大へん喜ばれるモノお送り
しました。こんな時、ちょっとべんちやらみたいで
いやですが、ちょっと気がついて、ちょっと小包み
のついでがあったからです。悪しからず。
⑮　昭和31年10月14日　書簡（封筒あり）
前略
「暖簾」出版されることに決定しました。
永年の御好意に対し厚く感謝致し
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ます。ホッと致しました。
たまたま○○○○社長が所用で来阪され、三
十分ほどお会いして直接仰有ったから
間違いないと思います。そして今月末
ごろ諸事打ち合わせのため上京致す
予定です。装幀、校閲、組方など考
えておくようにということですが、それま
でにもしあなたとお会いできるよう
でしたら幸いです。しかし、今大きな
お仕事中ですからご無理にとは申し
上げません。もしいらっしゃれるなら同封
の葉書きで日時をお知らせ下さい。
まずハ何はともあれ至急お知らせまで。
十月十二日
⑯　昭和31年11月21日　葉書
先日は大へん辛気くさい席に
ご同席下さり有難うござい
ました。まさに貴男の　仰有
る通り、一旦持ち帰った上は
大へんな難工事です。目下、
奮闘中です。その際、お約束
した昆、本日、お送り致しました。
奥さんとともにご賞味下さい。
⑰　昭和32年 1 月17日　葉書
昨日ハ試写会で失礼致しました。帰
りがけちょっと話したいと思っていまし
たのに、はぐれてしまって残念です。
去る十日金曜日にお宅へ○○○○氏の来
社を知らせる返信料附き電報を
社の電信課から打って貰いましたが、
つきましたでしょうか。心配しています。
私の例のもの、十三日に完成し、○○○○氏のあとを
追って東京へ送りました。うまく行くかどうか
必死ですが何ハともあれ一服です。結果解れバ至急
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お知らせします。
⑱　昭和32年 4 月24日　書簡
謹呈　小著お贈り致します。永年の
御好誼を深く謝しております。おか
げで私のはじめての子供が生れたよう
です。やはり感慨無量です。
しかし、一方、映画や芝居で大へんな多
忙さです。今さら乍らジャーナリズムの
馬鹿々々しさと奇怪さを悟りました。
去る十日から十七日まで上京、またこけ
らおとしのため、本日から上京二十八日
ごろ帰阪致します。いろいろ話したい
ことありますが、いまとてもその時間が
なくて残念です。なお、本、創元社から
本日やっと行事関係やその他私用の献本
を戴きました。そんなわけで産経の福
田君11）にも失礼しました。
まづハとりあえず、処女出版のご挨拶まで。
四月二十二日
⑲　昭和32年 5 月28日　葉書
只今、夕刊読売拝読、好意的でし
かもシンのある紹介記事で有難い
倖せです。仰々しく出版記念会などに
来て下さらなくっても、こんなところで
祝って下すって有難う。それに「久坂さんが今
まで生きてたらなあ！」はほんとに有難う！私が
手放しでえらいなあ。天才的やと思うのは
彼女一人！それだけに生きていてほしかったと
改めて涙っぽくなるよ。思わず私を泣かしました
よ。あの一語は―“新米の悲しさ、印税は三ヶ月後払い。”
しかも初版は八分というのにいろいろなもの入りで全く
参ります。あなたもこうでしたか全くがっかり。
11） 司馬遼太郎のこと。
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⑳　昭和32年 7 月 1 日　現金書留
前略
お約束の件、大へん遅くなりました。
実は本社給附は六月二十九日夕刻で一
度封をきらぬまま、母にみせる習慣です
ので、家へ持ち帰り、翌日ハ日曜日、それで
本日月曜日発送の仕儀と相成りました。
まことに失礼ですが、このうち五千円也
だけは、今回の出版記念代りにご笑
納賜われバ幸いです。どうも銭の
ことだけに、その機会を得ず、きり出
にくく思っておりましたので、この際に
便乗して申し上げさせて戴きます。
創元社12）の件は、はじめ方の分（部数明
確ならず）は八分、あと一割だそうですが、
そろそろ支払いをしてくれるそうです。
本社内ではこの印税のこと、広告の少いこ
とでずいぶん私をたきつけて、創元社の
悪口を云う人がいますが、例えば、
「さんさん儲けさせてもらっているのに、サービス
が悪いとか」「いまやのれんで左ウチワ」と
かひどいものです。この後者の方の言は、
東京学芸の読書担当者の言で、私に
代って印税を沢山早くとりたててやる
といったりしています。この言葉はすで
に創元社○○○○専務の耳に入り、中に
たつ私は要らぬ気を使っています。私
もそりゃあ、沢山早くほしいですが、
恩義を感じていますから、すべて向うの
出方に順います所存です。どうか
貴方もこの点はご他言なく、おふくみ下
さいまし。いろいろと筋の通らぬ、つまら
ぬ事件、またちり銭もあり、ご丁寧に
税務所から訪問を受けたりしてい
12） 「暖簾」の出版社。
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ますが、そこそこ残れバいいと思っています。
また八月の大阪で芝居が上演されます
が、これまたつき合いが大へんです。
只今、第二作の材料を集めています。
大いに頑張ります。貴男もどうかお元気
でご執筆下さい。ずいぶんご用だての遅
れた点ハご諒承くださいまし。
㉑　昭和32年 7 月29日　現金書留
前略
先日来、来社やお手紙をいただき放し
でまことに失礼。もはや筆舌につくし
難い多忙雑事です。ベストセラーなど
ということはあらゆること、隅々までつ
まらぬ害毒を及ぼします。まことにお
そろしいことです。
お著書、「游魂」早速ご恵贈下すって有
難うございます。私こそ買わせていた
だきますのに、時間をとってゆっくり
拝読致します。
さて八月一日から六日まで芝居が参ります。
原作者用として四日の切符、招待券
をもらいましたので、一枚富士さんに差し
上げたく、同封にてお送り致します。
ごらん戴ければ幸いです。
でハまたその時おめにかかってから
いろいろと―。
まづハ芝居のご案内まで。
七月二十
私の方の電話番号は今までかくしていました
が浜寺六四六、雑用多くなりますので
今でもあまり云っていません。
㉒　昭和32年 8 月17日　書簡（封筒あり）
前略
先日はせっかく来社されたのに
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入れ違いでゆっくりお話出来ず
残念でした。　○○○○氏と苦いお茶
の方へ行かれましたか。せめても
と思い、○○○○氏にその意を伝え
た筈ですが―。ぶんぶく茶釜、
近ごろでハ大阪に十日いるか、いないか
であわただしく、ちょっと話して行くの
でその際も一日目ぐらいの会合だっ
たので、あなたには失礼致しました。
私はベストセラーに相変らず毒さ
れ、断われバ生意気といわれ、さ
んざんです。何事も断われずイエス マン
でなけれバならないそうです。ベストセ
ラー作家という幸運児は―。
そのうちゆっくりお話しますが、まこ
とに痛ましい限りです。
さて、本日昆布少々お送り致しまし
た。ボチボチ召し上がって下さい。
私ハ今、静養をしに六甲へ参って
おります。ここなら誰にも酷使され
ず、ゆっくり四月十六日以来のはじめ
ての休暇をとれます。何と四月十六日
処女出版以来、私は雑用のため
一日も休めなかったのですよ。おそ
らく貴男ハ阿呆！とおっしゃるで
しょうが。
ともあれ、誰にも会わず、終日睡眠
療法をとっております。
廿日すきに下山しようと思ってい
ますが―。それは体の調子次第
です。ここは静かで涼しくていいのです
がいわゆる外国式で「ロビーへゆかたがけ
はご遠慮下さい」などという但シ書
があるのが気にくわんです。
でもまあ静かに寝ています。
八月十六日。
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㉓　昭和32年11月13日　書簡
先日ハいろくほんとに有難うございました。
あまりべしやげられ方が少ないので、「どうせ
云っても直らないだろうから、云わんとこ」
ということでハないかなぞとひがんでいますよ。
お約束のもの同封してお送り致します。
お洋服のでもウールきものにでもお使い
下されバ幸甚です。（アンケートを宜しく）
奥さんによろしくおつたえ下さい。
あとの分またご指導を乞います。
㉔　昭和32年12月24日　葉書
何時も温かいお便り有難うござい
ます。ご指摘の部分、ただ汗顔。
単行本で必ず訂正致します。
第三回以後なかなか○○○○氏と連絡
つかず、遅れており、その上私方の
年末、新年紙面の多忙でひょっ
とすれば年末はお送りできぬかも
知れませんが、その場合は年を明けて
早々にお願い致します。まずハご連絡まで。
㉕　昭和33年 3 月18日　書簡（封筒あり）
今、午前五時、うしろの方、特にいけない
と思いますが、もう体力の限界です
から一応このままご批評乞います。
五回、六回は百枚以内なら枚数制限
なしということになりました。
例の件、本日一万円だけで恐縮ですが、必ら
ず明日まであと用意します故ご諒承
下さいまし。
○○○○
全く病気の上に
病気が重ります。そのあとの分
大丈夫。安心して。明日までご辛抱。
武（カ）が行けず残念です。
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㉖　昭和33年 4 月13日　書簡
前略
昨日ハお電話で失禮、本日ご批評お願
いします。体の調子が悪いせいか、ぐうっと
しまらず、延々九十二枚になりました。
ともかく五日間で書き飛ばしたのです
から、何を書いたのか解らぬぐらい
ふらふら、今回のみ先に出来ていなかったので辛
かったです。宜しく。
なお、上京の土産物、明日遠慮なく行って
下さい。上京当日社がルアン迄持って来ます。
では明日お待ちします。
㉗　昭和33年 7 月18日　書簡（封筒あり）
前略、お元気ですか。
私は花のれんを終わってほっとした途端、
気折れに暑さが加って、目下のびて
います。一週間前からこちらで
静養しています。文春の原稿も
まだ手附かずですが、何より体が
大切ですから、まづハ休養中で
す。
さて、ちょっとおことわりしなくてはならぬ
ことあり。前日ご依頼の件（半年分
前納）、こちらへ発つ前に家人にお送
りするよう云っておいたのですが、
本日、別の要件あり、家へ電話した
時、何となく確めると、住所書きを
失って、ついそのままになっているとのこと
ご迷惑をかけております。
土曜日には帰阪の予定ですから、
その節、神戸へお送りしますから、
宜しくご諒承下さいまし。
それから、こんな時のついでに、ちょっと妙
なようですが、ずっと前にご融通
した分は、それは借りにすると仰
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有ってましたが、どういうご予定で
しょうか。と申しますのは、ほかにもい
ろいろとそんなことあり、一方、創元社
の方も未払分があったりして、ほんとうに
ややこしくて、一応、ちゃんと整理して
見通しをつけねばならないと思ってい
るわけです。といっても、決して、今すぐ
どうこうと云うのではなく、貴方のことです
から、おつもりだけを聞かせ
ていただいておりたら結構です。こうしたこと
を一応ちゃんとしないと、この頃のようにいろん
なことが多いと、収支相つぐなわずなんて、
暖簾らしくないことになったり致します。
どうかお気を悪くしないで、おつもりを
おついでの時にお知らせ下されば結構
です。
まづハとりあえずのお便りまで。お元気で。
㉘　昭和33年 8 月12日　書簡（封筒あり）
富士さん！
今、新潮社のカンズメで四分五裂、明日
からまた別冊文春の方です。おそらく
ホテルも変るでしょう。
直木賞で惨タンたる目です。
たいへんなことになったものです。
二十一日受賞してから三日間はテレビ、ラジ
オの雑用、七月二十五日から八月十三日までに
百二十枚書くわけです。書かないで
六日の受賞式にのこのこやって来たら、
逃げきれないで、とっつかまったのです。
おそらく私は身心ともに駄目になるで
しょう。一人でハ暴力に勝ってません。
まづハとり急ぎ現状お知らせまで。
「カッテカブトノ」有難う。忘れませんよ！
㉙　昭和33年 8 月30日　葉書
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また東京です。全く
マスコミの暴力につぶ
れそう。私独りがな
んと頑張っても駄目で
す。御祝儀番組のオ
ール13）、小説新潮別冊
文春、帰阪してから
お送りします。何卒ご
批評下さいまし。お見せ
する時間もなく、東京で
カンズメで書きました。
先日、家人に昆布少々お
送りさせました。ご笑
納下さいまし。
㉚　昭和33年10月23日　葉書
大津市　琵琶湖ホテル於
今、年末から新年にか
けての仕事でこちらへ来
ています。書くことがなく
ても、書きたくなくても書
くのが職業作家という
ものらしいです。もっと気
楽に仕事本位でいいと甘く
みていた私の負けです。甘
くというのは、まとも、純粋とい
う意味です。私はやはり
性格的にはくそ真面目
な方で、何事の一方も学
の方が好きです。しかし今と
なっては私の力でどうもなり
ません。人並みにゆっくり家人と食事したい。
㉛　昭和33年11月10日　葉書
13） オール読物のこと。
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前略、先日のお便り拝見、開高健氏
のバイキング同人の件、たしかに私の誤
りでした。し可し○○○○氏の義弟につい
ては思いあたりなし、もし書いてあ
るなら書き間違いというのか、とても自
分乍らわからない。これでもう疲れ果て
た体でむりにくそまじめに方々から
来る手紙に返事を出すのをこりました、
バイキングの維持費早速お送りし
ます。連載小説の見通しつかずいよいよ自爆
です。セッカク花のれんで出してもらいましたがお許しあれ！
㉜　昭和33年12月27日　現金書留
前略
ほんとにご無沙汰、何といっていいのか。もう
原稿に追いまくられ、生地獄のような苦
しみです。フラフラになり乍ら、今年は
「花のれん」四六七枚、受賞ギム「死亡記事」60、
「船場狂い」50、「持参金」60、「しぶちん」43、「遺留品」
84、計七六四枚書いたわけです。
今さら乍ら、ジャーナリズムの怖しさ、逆さに
して鼻血でも水気でもしぼり出す暴力を知
りました。もう書いてるものがいいのか、悪いのか
すらわからんようになって来ました。ただ枡目に
字埋めているみたいです。
何とかしてあなたに読んでもらいたいのです
が、そうするためには一緒に住まないと
間に合わないほど締切に追われています。
例の「週刊新潮」の「ぼんち」冒険ですよ。
もうやるよりほかなし。明日発売の一月五日
附号からスタートします。見てもらう暇があ
りませんから、一応、切り売りはこれでやりま
すが、あとで本にする時、ちゃんと直し
たいと思っていますから、何卒、手厳しくみて
おいて下さい。なお、同誌に事情を話して、そち
らへ私の連載中、ずっと送らせますから、
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何卒、その点宜しくお願いします。
只今のところ、書きだめなし、仕事のストック
ができたら、一回ゆっくり人間らしく話し合い
休息したいものです。
同封のお金、同人費です。いくらいるのか
わかりませんので一応、五千円お預け致し
ておきます。お任せします。
このごろ事務処理、手紙の整理、自分ででき
ないので、人に頼んだのですが、それが大へん
な奴でした。私はしょせん人を使う甲斐
のない人間であることを発見しました。
ついに暖簾の印税、今手もまだ回収できず、
その上、また特製本を出されました。判は向う
で捺してもらいました。馬鹿らしくてこちらで
捺せない、ともかく人との接渉は思いかけず
駄目、中公から短編集めて出すそうです。
出来れば、まとめてみて貰います。
別便で昆布少々お送りしました。微量乍ら日
ごろの感謝のしるしです。フラフラでちゃんとし
たお手紙書けません。お許し下さい。奥さんにお宜しく。
㉝　昭和34年 3 月24日　葉書
拝復。やっと中間批評を戴け
ました。くさされるにしろ。賞められる
にしろ。一番気になるのが貴殿で
す。今度は全くの書きつなぎで見て
いただく時間的余裕なく、それだけに
あなたの眼を何時も以上、意識して
書いています。今日の批評ちょっと気色
ワルイです。やっぱり会わないとほんとのこと
をきけない気がします。今度の水曜は朝日の
用があるので駄目ですが、近日中お会いしたく連絡申しま
す。
㉞　昭和35年 1 月 8 日　年賀状
謹んで新春の
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御祝を申上げます。
昨年来　病臥いたしておりますので　新年早々
の　御挨拶を　ご遠慮申上げました　今年も
たくさんお励まし下さいまし
昭和三十五年松の内
昨年は一度も小説を読んでいただけず
残念でした。
今年は原稿
をぶっつけたいと思
っております。
堺市浜寺昭和町三丁目三八一
㉟　昭和36年 4 月22日　葉書
突然パリへ発ちましたので、さぞかしお驚きの
ことと存じますが、たま　エールフランスの招待
と随行してくれる人があったので、思いたって
来てしまいました。主治医も「女の勲章」のあと、
健康の恢復に伴い、日本にいる方がかえ
って大へんだろうと判断し、渡航を許してく
れました。こちらでは主治医の指示通り、午後
から出かけ、夕方に帰って来、一週間に一度必
らず完全休養をして寝ています。どこ
からも会話も、面会もなく、学生のような顔
として、のんびり何の責任も感じずに過
しておりますので、体に支障なく、こちらで
横光氏14）の「旅愁」などを読んでいます。帰国後、
「前田まつ女」を書きたいと思い、□□に資料調査
を云ってありますので、よろしくご教導下さいまし。
㊱　昭和36年 8 月 7 日　書簡（封筒あり）
ますますお元気でご精進のことと存じ、心からお喜
び申し上げます。
さて　私どもそれぞれ美術研究と小説の仕事を持ち
まして　ただいまフランスに滞在いたしております
14） 即ち、横光利一氏。
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が　このたび○○○○氏夫妻のご媒妁により　パリ
の英国大使館附属教会におきまして　ささやかな結
婚式を擧行いたしました
今後とも　厳しいご教導を賜りますよう　深くお願
い申し上げます
一九六一年七月二十日
○○○○　山崎豊子
富士正晴　様
全く突然でご免なさい。まつ女の資料いろいろと
ご指導戴いて有難うございました。
㊲　昭和36年10月21日　書簡（封筒あり）
前略、またまた急いでご意見を伺いたくお手
紙をしたためます。例の三人姉妹の遺産
争いの題名、次のようなのを考えましたが
迷いかけると堂々巡りで解らなくなり
ました。その上、明日午後二時頃、文春の記者が来
宅しますのでそれまできめなければならず
取り急ぎご意見を伺いたいのです。
○○○○
どうも、暖簾、花のれん、ぼんち、しぶちん、
女の勲章の時のようにぴたりとした題
が来ないのでしんどい限りです。明日午後
お電話を差し上げますからご意見を聞かせて
下さい。
石上露子さんの方は、そちらさえご迷惑でな
ければもう一度寄せて戴いていろいろご意
見を伺いたいと思っています。静かでひやり
として、硬いような空気が、そちらには沢山あ
りますね。
奥さんによろしくお傳え下さい。
㊳　昭和37年 6 月26日　書簡（封筒あり）
「花紋」早速と読んで下すって有難うご
ざいました。富士さんらしい云い方で久し
ぶりに眼尻が切れる思いがしました。きま
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り文句、粗（カ）末、重複、全くおそれ入りました。
もちろん、形式と最初の出だしをまず見て戴く
つもりでしたから、早速、書き替えます。
先日は久しぶりに竹藪を眺めながら、ぐ
だぐだと喋らせて戴き、生き返ったよう
な気が致しましたが、帰宅後やはり疲
れて一両日寝ました。
厚かましく戴いて帰った山吹、みょうが、しそ
は、早速、我が家の庭に植えました。○○○○
がことのほか喜び、まるで盆栽をいじる
ように水をやったりして、富士さんの噂をして
います。
寝込んでいていろいろな御禮遅くなりました。
今日、日曜日、朝、直りました。「女系家族」を大張り切りで
書かねばなりません。
まづハとり急ぎの御禮まで。
奥さんによろしく。それからお母さんお帰りに
なったらよろしくお傳え下さいまし。
六月二十四日
㊴　昭和37年 8 月16日　書簡（封筒あり）
只今、お電話致しましたところご不在で。
お父様とちょっとお話して明日またお電話差し
上げますと申し上げましたが、お手紙をしたためる
ことに致します。
スタート前から、いろいろご相談ばかり願っている
「花紋」第二回の運びについて一度原稿を
お読み戴きたく、そのお願いのお電話をおかけ
した次第です。締切が二十三回ですので、とも
かく骨皮筋衛門（ほねかわすじえもん）ですが、筋だけ張って
みて、小説の運びと形式、雰囲気を作って
しまってから、文章をちゃんと直すこと
に致しました。そんなわけで骨皮筋衛門で
恐縮ですが、問題はこの小説の形式、運び
ですので（毎回、私の眼を通して客観描写と
語り形式による回想部分をうまく織りなして
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行こうと思います）そうした観点よりご批評
戴ければ幸いです。
なお石上露子集では、三人の叔母となっているのが、
その後、人に聞き調べたところでは妾腹の叔母
であることが解り、その方が面白いのでそうしました。
なお第三回目は、第二回目の老婢の話を聞いて、私が
世に伝えられる石上露子えられる石上露子（小説では大15）室みやじ）の世
評をあれこれと思い出し、あまりに世評と老婢
の話が違うという客観描写より入るべきか、また
は毎回、（全十二回）客観描写が頭へ来るのはふしぎだろう。
第三回は、老婢の回想の続きでつっ走るべ
きか迷っています。それと同時に、私が世評を思
い出すのは、第二回で老婢からその女（ひと）が大室
みやじであるということを聞いたときに、世に傳えら
れる歌人、大室みやじの評価を先に書いておい
てから老婢の回想に移るべきかという疑
問もありますが、この点について富士さんのお考えは
いかがなものでしょうか。
以上、ご多忙や結構ですがご高評下さいまし。
それから「桂春団治」のこと、の○○○○常
務に聞きましたところ、
○○○○
現在そうした春団治の私生活を知っているのは、花柳
芳兵衛さんが一番とのこと。なお、最近、長谷川
幸延著「小説桂春団治」が出版されたが、これの
方が井上友一郎の春団治より、幸延自身が
春団治を知っていたところから、面白く、真実性
があるとのこと（小説、桂春団治という題にもかかわ
らず）その一部が九月大阪コマ16）でアチャコ17）によって上
演されます。なお、天外18）の春団治も幸延の執
筆したものの一部だそうです。
15） 御＊小説に出てくる名前は「御」。
16） 梅田コマ劇場＝現在の梅田芸術劇場。
17） 芸人の名。
18） 渋谷天外、松竹新喜劇の結成にかかわった俳優で劇作家。
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なお、春団治について、興業関係のことで質問あれ
ば、長介が春団治を殆んど仕切っていたよう。その点
については何時でもお答えするから電話をかけて下さい
とのことでした（大阪641　吉本興業　四一三一－四）。
まづハとり急ぎの御連絡まで。
只今六甲で静養中、原稿は六甲へご返送下さいまし。
㊵　昭和39年11月25日　書簡（封筒あり）
昨日はお電話で失礼。
ご面倒でしょうが一読、ご批評乞います。
一稿に手を入れた状態ですので、一応のコピイ
はしてありますが、ちょっと読みにくいと
ころもあるかもしれませんが悪しからず。
なお、これに手を入れて、もう一度コピイをし
直しますから、お気附きの点あらば遠
慮なく、チェックして下さい。（枚数は百枚を超えても可）
なお、これだけのことをお願いして、ただご好
意に甘えるというのは、虫がよすぎます
から、同封に気持ばかりの御禮をさせ
て戴きます。ご笑納下さいまし。
十一月二十五日
追伸
只今、サンデー毎日から電話あり、年末印
刷、繰り上げのため、白い巨塔の早い出稿
を云って来ましたので、あとになるほど苦しく
なりますので、勝手ですが、二十九日午後
にでもご批評を得られれば幸いです。
そうすると、先にこのムッシュ19）の方に手を入れ
ることが出来ますので。
ともかくご読了戴いたら一度、お電話下さいまし。
もちろん伺う予定をしていますが、万一の時は
こちらからお電話して、お電話で伺うことになるかも
しれませんが、その節は失礼の程ご容赦下さい。
19） 「ムッシュ・クラタ」のことでしょう。
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㊶　昭和39年12月11日　書簡
第二章と第五章だけ取り急ぎ再度
のご批評をしています。このところ不眠続
きでふらふらです。
ご批評は、使いの者を待たせて（二、三時間
ぐらい待たせて下さって、結構です）お渡し下
さっても結構ですし、お忙しければ、同封
の封筒でご返送戴ければ結構です。
明日、発送して戴いても間に合い
ます。　まずは取り急ぎ。
㊷　昭和40年 3 月10日　書簡（封筒あり）
前略
「白い巨塔」は全部で九十回で完結します。
前篇は四十九回激流の財前が教授になる
ところで切り、後半を財前が教授になって
から心の傲りから誤診を犯し、法廷で
誤診かどうかを争うところにし、偽証して
勝った財前が大学に残り、正しい証言を
して敗れた里見が大学を追われ、これ
が現代の“白い巨塔”だということにしたいと
思っております。それで一応、前半の四十九
回だけお読み願って、あと後半をまとめ
て改めて読んで戴こうと思いましたが、つなぎ
のあたりと流れが大切だと思いましたので、
財前が外国へ出発する六十回までお読み
戴くことにします。
できるだけ全体に短く、いらないところは思
いきってカットしたいと思いますので、その辺
のところをご指摘いただければ幸いです。
もちろん、なってないところはご指摘下さい。
奥さんの流感早く癒りますよう ! くれぐ
れもよろしくお傳え下さい。果物を召し
上っていただいて下さい。
同封は勝手なお願いをする心はかりの感謝の
しるしです。あとの二十五回分の原稿は追ってお送りさ
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せて戴きます。
㊸　昭和40年 3 月22日　書簡
白い巨塔六十五回から八十一回までお送りします。
先日お話申し上げましたように、全部で九十四回で
完了しますが、このころ十回分（四百字で二百枚分）程
削らねばならぬことになっています。私が考えると
ころでは、学位論文の審査の部分と、教授選の
陰謀術数のところ（少しくどすぎ、だぶりがある）
ヨーロッパ旅行のところでかりとるべきではないか
と思っています。最初の方はましですが、うしろへ行くと
疲れが見えて、大分悪くなっていますが、本の時、しっかり
書き直します。この間の夜の電話、非常に嬉しかった、珍
しくいたわりがあって。
文春画廊からの文人墨展の案内状、その電話の翌朝戴きました。
案内状の絵をみて驚きました。妙な風格があるので（坊主みたいな）。
㊹　昭和40年 5 月24日　書簡（封筒あり）
前略
「白い巨塔」最終回の判決のところをお送り
致します。裁判のところを通してお読み
戴き、ご批評を乞うためには最後が
なくては何ともならず、幸い本日、最終
回の出稿ですので、急ぎ野上に元稿を
コピイさせてお送り致します。合せてご批
評願います。（活字になるのを待っていると
遅くなりますので）
戴きに行くのは、月曜のいつごろになるかは、
改めて月曜日の正午ごろお電話致します。
まづハとり急ぎのご連絡まで。
これでやっと一年七ヶ月ぶりに解放されます。
まるで出獄するような解放感です。
㊺　昭和40年 5 月25日　書簡（封筒あり）
何度も恐縮でした。この頃、どの編集社も
商品価値としてしか接してくれず、ほん
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とうの批評を聞けず、堕落しそうでこ
わいです。
ほんとうに何時も有難うございます。
何か買って行きたいのですが、何時もの
ようなことにしかならず、ご免なさい。
㊻　昭和43年10月31日　電報
二〇五キ
イワイ　七四　サカイ　三八〇　コ三、二三
オオサカイバ　ラギ」
ヤスイテンノウ二〇〇二」
スギ　マサハル殿
マイニチシユツパ　ンブ　ンカイシヨウ」オメデ　トウ」
ハルダ　ン　ジ　モメイド　デヨロコンデ　イルデ　シヨウ」ホントニホント　ニオメデ　トウヤマサ
キトヨコ
富士正晴日記
①　昭和25年10月31日
山崎より原稿きた。よみ終わった。
大衆作家として成功得るだろう。
②　昭和26年 3 月31日
山崎に就職の件たのむ。
③　昭和26年 4 月 7 日
毎日にゆき、山崎の親切には感謝。
④　昭和33年 1 月14日
毎日デオトヨノ小説ト中公ヲモツテ
来テ、ルアンデヨミ、ソレカラ日活
デ「夜ノ牙」ヲミル
⑤　昭和33年 1 月16日
山崎豊子午后クル、小説ノ批評キイ
テ、酒ノンデ機嫌ヨク帰ツテイツタ。
⑥　昭和33年 2 月12日
オトヨノ原稿ヨム、ドウニモナラ
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ヌ位三回マデヨリ落チテイル、ヤ
ハリ新聞社ヤメテ専念スル必要ガ
アルダロウ、文章ガ下手ダ。
⑦　昭和33年 6 月17日
南木、オトヨト喋リナガラノンダ
ガ酒ノウマクナルヨウナ相手デナ
ク、話題デモナカッタ、モウオト
ヨニハ一人歩キシテモライタイ。
⑧　昭和35年 9 月 7 日
オトヨヨリデンワ「女ノクンショウ」
ノコレカラニツイテ長々トシツモン
アリ、無料コモンモ中々骨ガ折レル。
⑨　昭和35年 9 月19日
午后山崎豊子来る。週刊新潮連載の
小説についての相談。一時過ぎから
六時頃までいて帰る。おそろしい粘
りなり。
⑩　昭和35年10月 1 日
夜、オトヨの「華麗なる一族」28
回まで目を通し、つまらぬとこけず
る。これまでのより大分ましに書け
るようになっている。
⑪　昭和40年 5 月19日
オトヨヨリデンワ、「白い巨塔」ノサ
イゴノ部分ミテホシイトイウコト。
⑫　昭和44年 5 月25日
オトヨよりビール 1 打クル、「白い巨
塔」使イノ者にニワタス。
　以上、本稿で紹介した山崎豊子の富士正晴宛の46の書簡等である。昭和25年（1950）10月30日から昭
和43年（1968）10月31日まで、書簡が26、葉書が14、現金書留が 4 、年賀状が 1 、電報が 1 である。そ
の内容は、①③④⑤⑧⑩⑪⑯⑰⑳㉑㉛㉞㊺㊻などの日常の些細なことを除き、主にデビュー前後や人気
作家になった頃、作品を創作中の山崎が原稿のことについて富士に「意見」と「批評」を請い、文学に
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対する態度、直木賞の受賞後などのことである。また、富士の日記が12であり、昭和25年（1950）10月
31日から昭和44年（1969） 5 月25日まで、その内容は主に山崎がデビューしてから創作した作品の原稿
についての「批評」、「相談」及び意見などである。

